
令和 4 年度は常葉大学附属菊川高等学校の教育活動においては、以下の点を重点目標に取り組んだ。 

 

(1)知的好奇心を育む活動の充実を図る 

(2)卒業生との連携教育を強化する 

(3)地域連携教育の充実を図る 

 

(1)では知識を活用した授業展開を工夫し、主体的な学びを促し、問題解決能力を高めることを意識した。 

(2)では卒業生が主催するキャンパ見学会を実施したり、卒業生による講演会を行ったりと卒業生とのきずな

を深めることを意識した。 

(3)では菊川市とのフレンドシップ協定による「みらい学」の強化やボランティア活動による地域とのつなが

りの意識や地域との連携強化を図った。 

 

上記内容の実践や課題を検証しつつ、今後もより良い教育の実践に努めていきたい。 
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番号 項            目 

評価

平均 

１ 学習指導  3.4 

① 探求学習において課題による問題の分析力や解決力を養う。  3.5 

② 知的好奇心を育む授業展開を充実させる。     3.6 

③ 基礎知識を身に付け融合させ、多面的な思考力を育む。 3.6 

④ ICT を活用した教育活動の充実を図り Society5.0 での礎を築く。   2.9 

【実践報告】 

今年度のテーマは「探求学習」「知的好奇心」「基礎知識・思考力」「ＩＣＴ」であった。今年度から高校１年

生で新指導要領が施行され、カリキュラムも大幅に変わった中で、試行錯誤の１年間であった。 

「探求」に関しては「総合的な探求の時間」が本格的に始動し、本校においては地域との関わりの中で「問

題発見解決」のノウハウを育成することを主眼に各種講演や調べ学習などを行った。具体的には１年次は科・

コースによる取り組みに違いを設けず、学年全体で同一歩調の内容であった。 

「知的好奇心」「基礎知識・思考力」については、旧教育課程の中でも課題として取り上げられる機会の多い

分野であり、授業内容とも直結する内容であるため様々な取り組みが見られた。教科の特性による方法の違い

はあるが、グループワーク、ディスカッション、ディベートを中心に据えた授業展開やＩＣＴ機器を使用した

資料映像の紹介、調べ学習（課題）の時間の設定など教科書と黒板だけの授業からの脱却は確実に進められて

いる。 

基礎力の定着については各科コースごとに「朝学習」を継続的に行うことができた。各教科においても授業

時の小テストや単元テストなどにより、こまめな確認を行った。特に高校１年生においては観点別評価となり、

日常的な３観点の確認が必要となりきめの細かい確認が行われるようになっている。 

こうした目に見える授業活動の一方で、思考力の伸びの確認が難しいという多くの悩みが寄せられている。

一人ひとりの生徒が何をどう捉え、視野がどれだけ広がり、思考に幅と深みが増したかの客観的な確認は非常

に難しいが、これらは一つ一つに特別な授業や取り組みを行うのではなく、複合的にからみあい、授業内外、

校内外の様々な場面で取り入れるべき内容である。探求学習では教科書や受験だけで終わる授業ではなく、そ

の先の「生きる力」を意識した授業が増えた。無論、教科ごとにその取り組み方は違うが、グループディスカ

ッションやディベート、レポートや映像資料などを使った授業に取り組む先生方が増え、それに伴いＩＣＴ機

器の利用も増加しプロジェクターが不足することもあった。 

こうした中で生徒自身の「学びの連鎖」に繋がる教育活動が生まれるが、生徒の中にそうした意識が定着し

ているかは何らかの「検証」が必要であり、例えば研究発表のような機会を作ったり、学校外の活動に積極的

に参加する機会を設けるなど、その生徒が「何に触発され、それをどう受け止め、その結果どう行動したか」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がわかる場面の「構築」が必要である。その点では授業の延長線上としての「校内行事」や「校外活動」を検

討する余地が十分にあり、受験知識のレベルだけでのＰＤＣＡサイクルから発想を広げる必要があろう。さら

にそうした活動を行うにあたっては「論理的思考」が必要不可欠であり、活動としてはまだ十分とはいえない

までも、授業の中で様々な試みがなされたこの一年で教員のスキルアップが徐々になされてきている。 

ＩＣＴ活用については上記の内容に加えて、コロナ禍によるリモート授業が動き出したのが大きな成果であ

る。新しい技術や考え方を導入するにあたって一番難しいのが、「ベースとなる意識の統一」である。その点に

おいて、研修会などと違い、「実践の場」で全ての教員が実際に機器を使った授業を行ったことは、意識の面で

大きな進歩であり、この経験をベースにさらなる活用法や新しい授業方法へとつなげる可能性が大きく広がっ

た。 
 

【今後の課題】 

  上記の通り、従来の受験を最終目標とした授業展開ではなく、「生きる力」を意識した授業を展開する上で、

学校全体での目標の見直しや設定、それを受けての各教科での授業目標の設定が必要となる。そうした中で「必

要な情報を効率的かつ効果的に収集、使用する」という視点でＩＣＴ機器の使用方法が検討なされるべきであ

り、機器の活用の仕方次第で教育の幅が大きく広がることが予想される。 

 そのために、予算的な限度はあるが、一刻も早いＩＣＴ機器の導入が必要であろう。また、今後の研修につ

いても、「機器の使用方法」から発展させ、教員の実践報告や、他校の取り組みの事例紹介、他校から講師を招

いたり、授業見学に行くなどの積極的な情報収集が必要と思われる。ＩＣＴ機器の導入にあたっては、他校と

の比較の中で設備投資の規模の違いから悲観的な反応が出がちであるが、必要最低限度の機材の中で、「内容的

な充実」や「斬新な活用法」などの面ではまだまだ工夫の余地があり、特に若い先生方の柔軟な発想や行動力

に期待したい。  



２ 進路指導  3.6 

① 

生徒一人ひとりに合わせたきめ細かな進路指導、学習指導、生活面のサポートに努め

る。  

3.8 

② 各科・コースが求める教育目標に合わせた特色をもたせた教育を行う。 3.8 

③ 学生・社会人の卒業生と連携したキャリアデザイン教育を行う。 3.4 

【実践報告】 

・高１対象 教養講座  マイナビ・進路サポート課によるキャリアガイダンス 

      教養講座  リクルート・まなび教育支援 Division 進路渉外部による志望校比較検討ガイ 

ダンス 

・高３対象     ①分野別進路ガイダンス 

          ②附属高校入試・共通テスト対策のための進学補講（希望者） 

・高校全学年対象  ①小論文ガイダンスと小論文模試（年１回・全員） 

          ②「看護の出前授業」の受講（希望者） 

          ③ 私立大学・大学別比較ガイダンス（希望者） 

          ④警察業務説明会（希望者） 

・高１、高２対象  ①合同進路ガイダンス 

          ②進路ガイダンス（医療系分野の違いを知るガイダンス）（希望者） 

          ③Literas 受検（全員） 

          ④GTEC 受検（全員） 

          ⑤模試研究会（一貫・文理） 

・高３保育希望者対象  保育体験（堀之内幼稚園・愛育保育園）  

【今後の課題】 

・昨年度の反省と同様、進路課からの情報発信や生徒・保護者の啓蒙といった部分が不足していた。受験方法

が複数線化・複雑化していることもあり、もっと積極的に情報提供していきたい。 

 

・今年度も引き続き①看護の出前授業、②学部比較・医療系分野の違いを知るガイダンス、③警察業務説明会

を実施した。将来希望する仕事に直結するガイダンスを多く実施できた点で、キャリア教育の醸成に繋がっ

たと感じる。来年度も必要に応じて、各学年・科・コースと協力しながら推し進めていきたい。 

 

・大学での学びにおいて文理融合が急速に推し進められている今、かつて以上に生徒の表現力・読解力の養成

が求められている。また Literas の結果から、本校生の弱点が「社会の一員として社会の問題について知り、解

決策を考える」であることが明確になった。今後さまざまな機会を通じ、社会の一員としての意識を醸成させ

ていく必要がある。 

 

 



３ 生活指導  3.6 

① 部活動を通し社会性の育成に努める。 3.7 

② ボランティア活動へ積極的に参加させ、地域社会への貢献との関りを意識させる。 3.6 

【実践報告】 

 昨年に引き続き、今年度も新型コロナウイルスの蔓延に伴い、様々な行事や活動を制限しながらも工夫を凝

らし活動を実施できた。様々な制約がある中、本校では挨拶や身なり、身辺の整理整頓などの基本的な生活習

慣やマナーを育てていくことを生徒指導の根幹に据え、全職員で取り組んだ。特に担任は成長期における中高

生の心の変化をきめ細かく汲み取り、日常生活から成長を促す指導を心掛けた。ＳＨＲ・ＬＨＲ・清掃指導に

おける生徒の観察は生徒の変化をとらえる重要な機会である。これらの情報は学年や生徒課職員で共有され、

内容によっては学年主任、生徒課長、養護教諭、スクールカウンセラーで支援会議を実施し、連携を図りなが

ら問題解決にあたった。なるべく多くの目で生徒の変化を見るよう心掛けた。また、放課後の部活動では様々

な制約の中、可能な限り活動を行い生徒の成長の場として細やかな指導を心掛け、迅速な対応にあたった。 

「学校アンケート」を実施し、体罰やイジメの問題が潜在していないか声の聞き漏らしがないよう全校に対し

調査を行った。個人情報に配慮しつつ組織的に対応した。 

昨今のインターネットやスマートフォンの普及によりソーシャルメディアは複雑に多様化している。そのため

１年生で『インターネット活用講座』、２年生で『情報モラル教育講座』としてネット依存調査を行い、ネッ

ト関係との安心で賢い付き合い方を学んでいる。さらにネットパトロールの活用や一年に一度講座を通し考え

る時間をつくり、担任からも日常的に指導していくことで未然防止を心掛けている。また、家庭の教育力に負

うところも大きく、家庭との連携が必要不可欠であり、保護者との密な連絡を心掛けている。 

今年度のボランティア活動は校外での活動が制限されたが、生徒達は積極的に関連機関に連絡を取って取り組

んでいた。 

【今後の課題】 

現在の中学生・高校生が抱える心の問題は多様な様相を見せている。教員個々で解決に導けるものではなく

教員団がチームとして関わっていく必要がある。しかし、心の問題の初期段階では担任、保護者でも捉えにく

いところがある。部活動顧問はもちろん、養護教諭やカウンセラーの存在は必要不可欠である。また、心の問

題には生徒を取り巻く社会環境や家庭環境、インターネット・スマートフォンの普及が大きくかかわっている。

通信網の発達により子供たちの交流範囲は国内にとどまらず全世界に及んでいる。規制に頼るのではなく自分

たちで善悪の判断、リスク管理ができるような指導を心掛けなくてはならない。そのためにも自分がどれだけ

ネット依存しているか現状を客観的に見つめる機会が必要である。携帯・ネット依存やネットモラルに対する

教育・指導は今後も継続していく必要がある。 

また、学校として性の多様化へ速やかに対応し、国際的な人権感覚を身に着けてもらいたい。 

さらに今後の社会を築いていく中学生・高校生にコミュニケーション能力やマナー・モラル教育は必要不可

欠である。本校でも全教員で意識的に声掛けや挨拶、行動を考えさせる指導、行動を振り返らせる指導を心掛

けている。また、積極的にボランティア活動に参加することで地域・社会活動に積極的に関わり、自発的な活

動意欲を高めていけるような指導を心掛けている。しかし、これは継続的に育んでいく能力でもあり、学校で



だけでなく、地域・家庭とも連携をとって取り組まなければいけない。昨今の社会情勢にあった活動に変化さ

せ、一人の生徒を育てていくためにたくさんの大人が関わり、生徒の意識をいかに高め、社会や地域に貢献で

きる人材の根幹を作ることが課題である。 

 

４ 教員の教育力強化  3.4 

① 

校内研修会等で個人のスキルを多くの教員へ紹介し、ICT 教育や教授法等の教育力向

上を図る。 

3.3 

② 授業アンケートによる振り返りで、授業の改善と向上に努める。 3.5 

【実践報告】 

 今年度のテーマは「校内研修による ICT 教育や授業法の教育力向上」と「授業アンケートによる授業改善」

であった。 

校内研修については年２回の教務課研修会と授業力向上月間、法人主催の教員研修会が行われた。そのほかに

ＩＣＴ教育推進委員会と連携した研修も行った。 

内容的には今年度から実施される新指導要領の観点別評価に関するものと授業支援ツールのアプリの使用方法

についての研修であった。ICT に関する知識や技術に関して、教員間で大きな差がある中で、研修のレベルを

どこに設定するか悩ましい部分があり、昨年に引き続き初心者を中心に据えた研修となった。但し、機器やソ

フトの使用法だけでは理解が難しいため、授業場面に即した ICT 機器およびソフトの使用法という内容とし

た。その結果、研修レベルが低いという不満は聞かれず、より基本的な部分を知りたい、研修内容が分かりや

すくなったなどの意見が出ている。 

「授業アンケート」については学期ごとに年 3 回行った。各教員がアンケートの内容を確認し、次の学期の授

業改善につなげるために行っているが、授業改善に大いに役立っているという教員と、マンネリ化による有用

性を疑う教員もおり、本来の目的とアンケートの意義を再確認する必要があるように感じる。 

  

【今後の課題】 

昨年度も述べたが、新指導要領に関する知識を正確に理解し実践することが必要であり、ICT 機器を使用す

ることが目的になってしまわないよう注意が必要である。その一方で ICT 機器の有用性をきちんと理解し技術

向上に努めることも教員の責務である。ICT 教育、授業アンケートの活用のどちらも、各教員が前向きに自分

の授業を見つめ直し、自分の新しい授業スタイルを積極的に考えるためのものと捉え、それを後押しするよう

な研修や実践報告を用意する必要があると考える。 

 

 

 

 

 



５ 保護者・卒業生・地域との連携  3.3 

① 

菊川市とのフレンドシップ協定「みらい学」の地域探求学を通して、問題解決力を養

い自らのキャリアデザインに役立て、社会への帰属や地域貢献に努める。 

3.7 

② ＰＴＡ、同窓会、後援会との共同活動を通して絆を深める。 2.9 

③ 卒業生（学生・社会人）との連携を深め、在校生への教育活動の一助とする。 3.4 

【実践報告】①「みらい学」の活動はコロナ禍により制限されることもあったが、生徒自らが課題を発

見し、その解決に向けてアイディアを出し合う姿勢は年々強まっている。1月に行われたプレゼンテーシ

ョン大会ではその内容が高く評価されるなど、地域貢献につながっている。②学校教育は PTAなどの協

力や支援をもとに行われるものであるが、コロナ禍もあり共同した活動が十分に行われているとは言い

難い。③在校生を指導する際に、教員の言葉も大切だが、卒業生の発言やその姿には大きな影響力があ

る。今年度一貫コースではリモートにより「卒業生と語る会が」行われたが、在校生にとっては大きな

刺激となった。 

【今後の課題】みらい学は地域貢献という観点から本校にとって非常に大切な取り組みである。活動は

「地域」「保育」「アート」の 3つからなるが、現在は希望者による参加となっており、今後は学校全

体への活動へと発展させたい。②より良い教育活動の実践ため、学校として何が必要かを明確にした上

で PTA等との話し合いを進めていきたい。③高校を卒業したら終わりではなく、卒業生の力を借りなが

ら、在校生の指導に生かす循環の仕組みづくりをしっかりと行いたい。  

 

６ 生徒募集  3.4 

① 本校の教育内容を説明会等で伝え、多くの受験生と保護者に広める。 3.7 

② 生徒・保護者に本校の特色教育を提供し、その魅力を多くの方に広める。 3.4 

③ 生徒・保護者に本校の特色教育を提供し、その魅力を多くの方に広める。 3.3 

【実践報告】本校で行う受験生向けの学校説明会を年間 6回行った。また年間 17校ほど教員が中学校に

出向いて説明会や模擬授業を行うなどした。また美術デザイン科は本校において授業見学会やデッサン

講習会を年間で合計６回行うなど、様々な機会を利用して本校の教育内容を伝える募集活動を実践し

た。  

【今後の課題】特に夏の学校説明会には非常に多くの方に参加していただいた。コロナ禍ということも

あり参加の回数や保護者の参加人数を制限したが、今後は以前のような形に戻していきたい。また、説

明会の内容についても生徒の活動や紹介をできる限り取り入れていくなど工夫をしていきたい。  

 



 

７ 組織の活性化と収支の改善  3.3 

① 各科・コースの行事を共同し、互いに刺激し合い変化する。 3.3 

【実践報告】各科・コースの取り組みの中で、可能な範囲で共同して行事を実践した。その結果普段と

違う集団の中でお互いに刺激を受けるなど生徒にとって良い影響があった。学校側においても、それが

業務の効率化・組織の活性化へとつながり、収支の改善も実感できた。  

【今後の課題】 

各科・コースには独自の活動がありそれぞれで一定の効果をあげている。共同して活動することでやや

もすると一部の生徒にとっては目的が薄れたり、生徒の求める内容に合わなかったりと弊害も起こりう

る。いかに目的に応じた内容を精選していくかが今後の課題である。  

 

８ 中高一貫教育  3.5 

① 6 カ年の教育活動を通して生徒一人ひとりの成長に繋げる。 3.4 

② 

少人数教育による学習成果で、より高きをめざし一人ひとりの進路目標を達成させ

る。 

3.6 

【実践報告】 

今年度はコロナの規制も緩和されたため、一貫キャンパス見学会やタンデム学習が復活し、一貫コースの強

みである縦のつながりを活かした行事が実施できたのが良かった。新たな企画として京都大学の大学院生をお

招きしての対面による出前講座を行い生徒たちの知的好奇心をくすぐったり、高校１・２年生合同のビブリオ

バトルを実施して、学年を超えて楽しみながらプレゼン能力や思考力・表現力の涵養、読書への興味付けをし

たりができたと考えている。今後「よりよい社会や人生を切り拓いていく力」が求められていく中で、一貫生

にこれらの力を育成できるような企画を考え実施していきたい。 

 

【実施したコース行事】 

 

・新入生ガイダンス 

・一貫キャンパス見学会（法政大学・明治大学） 

・高１一貫保護者会 

・高１生を囲んで（夏期補講期間で実施） 

・高１・２ビブリオバトルバトル（夏期補講期間で実施） 

・夏期集中講座（６時間×３日） 

・高３生を囲んで（夏期補講期間で実施） 



・卒業生を囲んで（夏期補講期間にＺＯＯＭで実施） 

・高１ 一貫コース集会 

   来年度のクラス編成・文理選択についての講話 

・一貫進路体験発表会（３／１７実施予定） 

・一貫お試し期間補講（高１ １２月の冬期補講期間で実施） 

・タンデム学習 

・京都大学学びのコーディネーター事業（出前授業「情報社会で生きる」） 

・朝学習（英単語・数学・古文単語） 

・一貫コース通信（卒業生からのコラム「卒業生ＶＯＩＣＥ」の掲載） 
 

【今後の課題】 

 縦のつながりや小回りの利く少人数の集団といった利点を生かしさまざまな企画を実施でき、生徒たちも有

意義な時間だったと好評だった。しかしながら、「話を聴いて終わり」「調べて終わり」といった感じが否めず、

一貫企画を通して生徒たちが主体的に調べ、考え、発信するといったところまで昇華させられなかった。その

点を踏まえ、次年度以降は、「与えられたものをこなす」「知識を身につける」といったところから脱して、自

ら考え、行動に起こす力を身につけさせるよう、事後指導や外部とのつながりを考え実施していきたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 常葉大学・常葉大学短期大学部との連携教育  3.2 

① 進路の時間でキャリアデザインを行わせ、常葉大学での学びを知る機会を増やす。 3.3 

② 

探求学、みらい学における問題分析や問題解決に大学の教育力を活用し連携を深め

る。 

3.2 

【実践報告】 

高１対象 教養講座   

 

高２対象 教養講座  常葉大学に在籍している本校卒業生による進路講演会 

高２対象       常葉大学ガイダンス 

高２保育希望者対象  常葉大学短期大学部保育科授業体験 

 

高１・高２対象    教育学部 初等教育課程 准教授 白鳥絢也先生によるレポートの書き方講座 

（動画視聴） 

 

高１・高２保護者対象 常葉大学附属高校入試ガイダンス（動画視聴） 

  

【今後の課題】 

附属高校入試に関する情報や、受験上の留意点等を阿部先生にしていただいたのは良かった。ただし、複雑

なシステムでもあり、学科によって求められることも大きく異なるため、保護者には折々に附属高校入試に関

する情報を、来年度も積極的に発信していきたい。 

 

また、大学の先生の講義を聞きレポートの書き方に関する考え方やアプローチを深める行事や、常短保育科

の授業体験、常葉大学に在籍している本校卒業生による進路講演会は、生徒の評価も高い行事であった。来年

度も工夫しながら本校独自の高大連携行事を推進していきたい。  

 

 

        全体平均 3.4 

 

 

 

 

 

 



令和 4 年度 学校関係者評価 評価結果 

常葉大学附属菊川中・高等学校 

 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

1 学習指導 3.4 2.8 

【関係者の御意見・御要望等】 

・ICT 機器について、一昨年 PTA から補助する話があがったが、いまだに機器が不足していることは残念

に感じる。 

・試行錯誤の中で大変であったと思いますが、課題や ICT 機器の導入など生徒の為にも早急なる対応をお

願いします。若い先生だけでなく、すべての先生方が柔軟な発想や行動力で臨んでいただきたい。 

・グループワーク、ディスカッション、ディベート等の自分の意見を持ち、話し合い意見を言う、そして書

けるように、この授業は継続してもらいたいです。 

・R4 春、リモート授業だった際、高 3 生の一部に各種教科書が届いていなかったが、そのような不手際が

ないようお願いしたい。 

・多くの先生が授業や生徒指導などを一生懸命やってくださっていますが、学校全体として見ると、不手際

が多いです。 

【今後に向けての学校の考え】 

自己評価の課題にもありますが、ICT 機器の活用法については随時研修を行い、効果的な指導につながる

ようにしたいと思います。機器を使うことが目的とならないよう、若い力を積極的に活用し、運用について

様々なアイディアを出し合いながら取り組んでいきたいと思います。 

 

 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

2 進路指導 3.7 3.0 

【関係者の御意見・御要望等】 

・3 年生一人ひとりにきめ細かな指導をしてくれ感謝している。PTA から何度も学校側に進路についての

情報発信をお願いしたがかなわず残念。 

・課題にあるとおり、特に保護者への情報発信が不足していると思われます。「きずなネット」などのツー

ルを利用し積極的な情報提供をお願いします。 

・海外留学についても教えて頂きたいです。 

・何度か要望したが、進路課長の先生に PTA 理事会へ出席してもらえなくて残念でした。 

【今後に向けての学校の考え】 

ご指摘にあるように進路の情報についてはタイミングよく積極的に発信していきたいと思います。理解し

ていただきやすい発信方法も含め検討してまいります。ご意見をいただいた「きずなネット」は特に積極的

に活用していきたいと思います。 

 

 

 

 

 



 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

３ 生活指導 3.7 3.2 

【関係者の御意見・御要望等】 

・項目内容と実践報告、課題があっていないように感じる。 

・ボランティア活動も大事であるが、例えば地域の活動（防災訓練やゴミ拾いなど）へ自主的に参加できる

ようになるとよいかと考えます。 

・今年度からは、ボランティア活動も積極的に参加するよううながして頂きたいです。中学ではメンバーに

入っていたのですが、1 つも出来なかったので。 

・今の時代、非常に大変な指導であるが、大きな問題が発生することなくいることは、良く指導されている

結果と思う。生徒も先生方を見ているので、先生方にも言動には十分気をつけていただきたい。 

【今後に向けての学校の考え】 

生活指導はさまざまな活動(体験)や人の力を通して実践できるものであることから、どのような取り組みが

可能であるのか様々な角度から検討をしていきます。良いものはそのまま継続し、改善すべきものは改善を

し、生徒にとって生活しやすい環境づくりに努めていきたいと考えています。 

 

 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

４ 教員の教育力強化 3.4 2.8 

【関係者の御意見・御要望等】 

・教員の問題等が起きないよう教員の質、研修制度について再度確認、質の向上を目指してもらいたい。 

・教員の人事異動もあるので生徒が混乱しないよう、誰でも同じ取り組みができるよう、システマチックな

確立をお願いします。 

・中学の先生方はとても熱心で感謝しかありませんでした。高校では中学のようにはいかないと思うのでそ

れに順応できるか少し不安です。 

【今後に向けての学校の考え】 

現在、こころに不安を抱えている生徒が増加しています。教員個々の力だけでは解決が難しいこともあり、

保護者・学年団、養護教諭・スクールカウンセラー等の連携が不可欠です。今後も情報共有をしっかり行っ

たうえで対応していき、より良い方向に進むよう指導していきます。教員が同じベクトルで指導ができるよ

う学校全体で研修を行っていますが、形骸化しないよう工夫をしながら実践していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

5 保護者・卒業生・地域との連携 3.3 2.4 

【関係者の御意見・御要望等】 

・PTA の要望を学校側にお願いしてもうまくいかないことが多い。もう少しよりそってもらいたい。 

・生徒のために PTA として学校が何を求めているのか、どのような共同した活動ができるのか、時間をか

けて協議していきたい、なお、PTA だけでなく他の団体（後援会など）とも連携を整えていきたい。附

属校のメリットを生かし卒業生の活用（ICT の協力など）見出せないか。 

・卒業生の経験談など、どんどん聞かせて頂けると有難いです。PTA と先生との交流も無かったのでとて

も残念でした。 

・後援会や菊陵会等と連携をしっかりとって様々なことに対応してほしいと思う。事前の説明をしっかりす

るなど相手の理解が必要である。PTA を含め、役員に対して保護者や本校を応援してくれている善意の

奉仕者に対して配慮が必要である。 

【今後に向けての学校の考え】 

学校教育は PTA などとの連携が不可欠であり、ご指摘のようにどのような支援をしていただくか、どのよ

うな活動を共同していくか協議をしていきたいと思います。卒業生という財産を大切にしながら、在校生の

指導に生かす仕組みづくりにも力を入れていきたいと思います。 

 

 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

6 生徒募集 3.5 2.6 

【関係者の御意見・御要望等】 

・夏の説明会に参加したが、学校の良いところが伝えられていなくて残念だった。親の席にパンフレットも

なかった。菊川中学のように子どもがプレゼンする形の方がよさが伝わるのでは。 

・コロナ禍が明け以前の形に戻る部分もあるが、コロナ禍によって以前の形から変わる部分もある学校説明

会も以前の形に戻ると良いと考えますが、一方で日常の学校生活やイベントなどを動画などの配信が一

つの手法となるのではないでしょうか。 

・中学説明会は、いつもとても素晴らしいと思います。 

・HP の更新（大学進学実績・野球部の活躍など）が遅いのでタイムリーにしっかりとやってほしい。 

【今後に向けての学校の考え】 

コロナ禍で制約がかかる中、短い時間の中でできることを模索してきました。時期によっては物足りない説

明会になったこともありますが、今後は以前のような制約のない形での実施が可能となります。特に在校生

の活躍の場を説明会の中にも取り入れ、参加していただいた方にとって学校生活の様子がわかりやすい説

明会にできたらと考えています。 

 

 

 

 

 

 



 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

７ 組織の活性化と収支の改善 3.3 2.8 

【関係者の御意見・御要望等】 

・収支についてよくわからない。 

・詳細や内容が若干理解できませんが、生徒のために御尽力願います。 

・項目の内容に対して評価をするための情報がないため評価しづらい。 

【今後に向けての学校の考え】 

私学の教育は経営的な側面から、共通する行事であれば合同で行うことも必要になってきます。科・コース

の特徴を踏まえた上で、単独で行う行事もありますが、バランスを考えながら実践しています。補講等は現

在オープン講座として科・コース問わず参加できる形になっております。組織の活性化と収支のバランスを

考えながら今後も取り組んでまいります。 

 

 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

8 中高一貫教育 3.5 3.6 

【関係者の御意見・御要望等】 

・一貫については、中高ともに良い。より一貫のつながりも大事にしてほしい。 

・中高一貫の魅力をもっと発信することで生徒募集にも繋がると考えます。公立にはない一貫の魅力を高校

から入学する生徒とどう結びつけ、学校の特色を出せれると良いと考えます。 

・高 1 からこれらの行事をやって頂けると嬉しい限りです。中学ではコロナもあり、一貫の強みがあまりな

かったので、高校ではどんどん実践して頂きたい。 

・中高一貫教育として、生徒や保護者が想定している範囲のことは出来たのではないかと思う。 

【今後に向けての学校の考え】 

6 年間の中高の一貫教育については良い評価をしていただいています。今後も引き続き魅力ある教育に取り

組むとともに、さらなる発展を目指し魅力の発信の向上に努めます。中高一貫の強みやスケールメリットを

生かし、様々な取り組みを通して募集につなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

分野 達成項目・評価の観点 自己評価平均 関係者評価平均 

9 常葉大学・常葉大学短期大学部との連携教育 3.3 2.4 

【関係者の御意見・御要望等】 

・PTA、保護者向け、附属校向けに説明会、見学会も実施してほしい。 

・全体的に、学校の取り組みがわからないため、アンケート評価の前に説明してほしいと要望したが実現で

きていない。この実践報告だけで見えてこないものがあるため、次回はぜひお願いしたい。 

・保護者へ附属大学の情報がやや乏しいと考えます。また附属大学に在籍している卒業生の進路講演会は保

護者としても興味があります。 

・大学は保護者の理解がなければ行けない。常葉大附属高校にも関わらず、大学に関する情報がほとんどな

い。HP の大学進学情報も長年更新されていなかったので改善を求めたい。 

【今後に向けての学校の考え】 

これまでも保護者向けに説明会を実施していますが、十分に情報が伝わっていない懸念がご意見の中にあ

らわれています。もう一度説明会の内容、時期、対象、手段等について検討し、情報が十分にまた確実に伝

わるようにしていきたいと思います。 

 

 


